



A Sketch of the Introduction of Occidental Music to Japan.
KAWAGOE Mamoru
Abstract: At the beginning of the Meiji Era, the Japanese government started introducing Occidental music to 
the education system in Japan. In this sketch, I am going to report how Occidental music was initiated, digested 
and spread throughout Japanese society, focusing on the Meiji through Taisho periods, and up until the end of 
world war II.  
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　突然、明治になるが、石川啄木は 21 歳（明治 40 年 9 月）のときに札幌で 2 週間を過ごしている。
北門新報の校正係に雇われたという。その新聞に「秋風の記」というかこみ記事を書いて札幌を去っ
た。彼は和歌の世界を生きたのである。明治 45 年、26 歳でこの世を去った。啄木は、死んでから有
名になった人である。著作品を世に出してくれたのは、金田一京助、土岐善麿といった人達であった。
　札幌での和歌は、「しんとして巾廣き街の秋の夜の玉蜀黍の焼くるにほひよ」他である。私は依頼
























































































































































































　ア メ リ カ　　　－　リンカーン
　ド イ ツ　　　－　ヴィルヘルム一世
　イ ギ リ ス　　　－　ヴィクトリア女王
　フ ラ ン ス　　　－　ナポレオン三世
　イ タ リ ア　　　－　ヴィットリオ・エマヌエル二世
彼等はたんたん































































































































な  ん ちゃ        ま   し   ま    し          でぃ あんぐゎ          そ   い   そ   い
た  ん ちゃ        め     ぬー        は   ま       に          す   る      ー   る      ー   ぐゎ が
ゆ てぃ  ちゅん          ど   ー   え           ー                      な  ん ちゃ    ま   し    ま  し



















　さて、伊沢は 1870 年、高遠藩の特待生として、東京の大学南校に学ぶ。1872 年、文部省に入る。
1874 年、愛知県師範学校校長、1876 年、7 月師範学の研修の為にボストンへ留学することになる。
出発は明治 9 年、1878 年（明治 11 年）4 月帰国、それに先立ち、音楽取調の事業に着手すべきと見
込書を文部大臣宛に出していた。






先ず音楽教員とする。1880 年 9 月の入学、22 名が伝習生となった。ここは、明治 20 年から東京音
楽学校として再発足し、多くの作曲家達も出来上っていった。




いない。明治 13 年 10 月、海軍軍楽隊の教師、ドイツ人のエッケルトが国歌のメロディーに和音の
伴奏を付け、吹奏楽用に編曲したものが採用された。
　楽典は、メーソンが持ってきたのだろう。J･Curry のものを内田弥一（元旗本）が翻訳している。

















































1888 年、明治 22 年の作品で、作詞は高崎正風である。
− 109 −
　明治 30 年以後、男社会の中に女学校が出来て来た。良妻賢母の育成である。それから上というと
津田梅子の英学塾があった。以前にも書いたが、「美しき天然」という名曲が明治 38 年の 10 月に出
来ている。これは佐世保の女学校の生徒の為に作られたものである。西洋からワルツが日本へ入って
来た影響で 3/4 拍子で作られている。













　滝　廉太郎のこと（明治 12 年− 36 年）








年 6 月にドイツへの留学を命ぜられ、明治 32 年 4 月にドイツにむけて出発する。ライプチヒへ行っ
たがワーグナーに会えたのかどうか。彼は、ライプチヒで肺結核におかされ、2 ヶ月で日本へ戻って
くる。24 歳と 11 ヶ月で死亡。彼は病気の中で幼稚園の唱歌を作っている。明治 34 年 7 月編集、ピ










































　明治 10 年（1877 年）エディソン（米国）がロウ管の蓄音器を発明する。今の録音器のようなもの。
明治 20 年（1887 年）これは、蓄音器と円盤（ディスク）にかわる。明治 42 年（1909 年）、ドイツ
で管弦楽曲のレコードが出来る。1924 年、マイクロフォンの吹き込み、1 分間 78 回転の SP が出来る。
1948 年、ビニール製のレコードが作られ、LP、33 回転、45 回転のものが作成されるようになった。
西洋音楽がレコードで日本へ入ったのは、明治 32 年頃からで、蓄音器もレコードもよく売れたよう
である。
　日本初のレコード会社は 1907 年に作られた。外国資本によるものである。大正 4 年には、ニッポ
ノフォンという会社が出来た。欧米のレコード会社コロムビア、ビクター、ポリドール、テレフンケ
ンが、日本に出張録音を行っている。もっぱら邦楽を吹き込んだようである。原盤を本国に持ち帰り、
レコードに作って輸出したのである。ジャズは 1916 年から流行した。レコードも 1917 年には作り










































































　戦後（昭和 20 年 8 月 15 日以降）ビクターの楽譜が 10 円で出版され、売られていた。ピースもの
といって、一枚のうすい紙に印刷され三つ折にされていたが、当時として高かったのか安かったのか
























　昭和 6 年　丘を越えて 島田　芳文　作詞
　　唄　藤山　一郎 古賀　政男　作曲
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